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⑥護岸勾配の変化

①散策路

②植栽

②ベンチ
③石積階段（幅10m程度）

⑤護岸の緑化

横断２横断１⑦法先の変化

⑧被覆石の乱積み

天 端

石積階段

20～30cm程度

80～90cm程度
天 端天 端

石積階段

20～30cm程度

80～90cm程度

20～30cm程度

80～90cm程度
基本断面

海岸保全区域

護岸勾配の変化

基本断面
海岸保全区域

基本断面
海岸保全区域

護岸勾配の変化

平面配置の検討 断面形状の検討

細部構造の検討

バリエーション意見を踏まえた、各機能の導入・検討

バリエーションに関する意見を
踏まえ、導入すべき機能につ
いて平面配置、規模、断面形
状、細部構造の観点から複数
案検討した。
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横断１
⑤護岸の緑化

⑥護岸勾配の変化

横断２

③石積み護岸

背後地高さ
標準断面（7.2m）

背後地高さ
標準断面（7.2m）

２．護岸の緑化試験施工とモニタリング
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１ ：
３

ＡＰ＋5.65ｍ

植物繊維シートによる袋

海浜植物の株や苗

生育基盤（砂）

Ｈ 鋼

捨石

Ｈ 鋼

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

不透水性シート

シートの横に断続
的に穴を空けて根
腐れ防止を図る

シートの横に断続
的に穴を空けて根
腐れ防止を図る

１ ：
３

ＡＰ＋5.65ｍ

植物繊維シートによる袋

海浜植物の株や苗

生育基盤（砂）

Ｈ 鋼

捨石

Ｈ 鋼

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

空隙のまま残す

○シートが無いため、間詰めを行うと流出に

よる潮間帯生物への影響が考えられる。

不透水性シート

シートの横に断続
的に穴を空けて根
腐れ防止を図る

シートの横に断続
的に穴を空けて根
腐れ防止を図る

生育基盤（砂）

海浜植物の株

海浜植物の種

ＡＰ＋5.65ｍ

１ ：
３

捨石

吸い出し防止シート
植物繊維の袋

生育基盤（砂）

海浜植物の株

海浜植物の種

ＡＰ＋5.65ｍ

１ ：
３

捨石

吸い出し防止シート
植物繊維の袋

①土嚢による緑化

②砂の間詰めによる緑化

海浜砂

購入砂

購入砂

海浜砂

種

苗

種

苗

種
苗

種
苗

・発芽ヤードでは、発芽状況と種類、活着状況、他の植物

の侵入状況、基盤の保持状況、天候を観察

・移植ヤードでは、活着状況、他の植物の侵入状況、基盤

の保持状況、天候を観察

・観察頻度は4～9月は2週間に1回、10～3月は1ヶ月に1回

数 量 等

平成21年4月

～平成22年3月

時 期

発芽及び移植試験ヤー

ドにおける種まき、植

え込み後の観察

方 法

・護岸構造を利用した基盤の形成方法

を見出す。

・石積護岸の立地環境に合う植物を確

認する。

・立地環境に合った緑化手法を見出す。

目 的

緑化
試験

項目




